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「らしさ」の呪縛から解き放て！
合資会社ゼンクリエイト　根津  昌彦

　1月25日（土）の午後、私は久しぶりに
市民フォーラムに参加した。「広場から始
まるエリアマネジメント」と題したフォー
ラムは、今後三宮交差点の東西南北の
一定区間に整備しようとしている「三宮
クロススクエア」とその周辺街区である
「えき≈まち空間」のエリアマネジメント
の在り方について、全国的なエリアマネ
ジメントの権威である小林重敬先生（横
浜国立大学大学院工学研究院特任教
授）の基調講演、全国のエリアマネジメ
ントの先進事例に関わっている方を招
いてのパネルディスカッションというプロ
グラムで、大いに語り合うというもので
あった。
　具体的な基調講演、パネルディスカッ
ションの内容の紹介は別の方に譲るとし
て、参加して私自身の心の中でこれまで
からモヤモヤとしていた思いが晴らされ
る瞬間があったので、それをご紹介した
いと思う。基調講演後に参加者からエリ
アマネジメントに関して、パネラーへの
質問を付箋に書いて提出するという時
間があり、多くの参加者がまじめに付箋
を提出されていた。その中で、「神戸らし
さとはなんでしょうか」という問いかけを
パネラーにされた方が多いと進行役の
忽那裕樹さんが報告。そこで、基調講演
をされた小林先生が一言、「らしさから
スタートすると、それに縛られてしまう。
思考が止まってしまう……」聞き取れた
言葉が一言一句この通りであったかは
自信がないが、確かにおっしゃられた内
容がこういうことだった。私たちがまちづ
くりの現場で将来像について地域の
方 と々話したり、行政の担当者と新たな
施策づくりについて議論したりするとき、
いつも「何 ら々しさ」「神戸らしさ」といっ
たことについて、話をする場面があるが、
なかなかにすっきりした答えにたどり着
くことができなかった。「～らしい」とい
うのは人によって随分と考えや感じ方が
変わるものであり、らしさを起点にして
未来のハピネスを志向しようとしても思
考が止まってしまうという示唆は、目から
うろこであった。この言葉を受けて忽那

さんが発した「らしさは纏っているもの」
というワードにも大きく頷いた。
　今からさかのぼること20年前、2000
年からの8年間ほど、大阪をアフター5や
休日の活動拠点としていた私は、3つの
大人のクラブ活動に力を注いでいた。
「大阪ええはがき研究会」「もうひとつの
旅クラブ」「三休橋筋愛好会」という集ま
りである。この3つの活動の共通のコン
セプトは、誰もが思い描く大阪らしさの
象徴である「吉本・たこやき・タイガース」
からの脱却であった。大阪には、ステレ
オタイプ化された大阪ではない魅力が
たくさんあるのに、大阪で暮らしてない
人は全然それを知らない。大阪の魅力
を伝え、大阪のまちを楽しんでもらうに
は、まずは自分たちが大阪を楽しんでい
る様を多くの人の目に触れるようにしよ
うじゃないか！ということで、3つの活動
のために、当時は随分と時間を注いでい
たことを、先の「らしさ」の話を聞いたと
きにふと思い出したのである。
　少し話は逸れるが、親が兄
弟を叱るときに言ってはいけ
ないことの一つに、「お兄ちゃ
んらしく我慢しなさい」の「らし
くしなさい」という言葉だとあ
る人から聞いた。私自身長男
なのだか、記憶をたどったとき、
そういえばそのような叱られ
方をした覚えはない。それは
ひょっとすると父や母が伸び
伸びと育つように「らしさ」と
いう言葉を封印していたのか
もしれない。同時に、こんな言
葉も思い出した。私が以前勤
めた会社を辞めて自分でコン
サルタント会社を立ち上げよ
うと考えて、母に相談したとき
のこと。「もうそうしたいと決め
ているんでしょ？それならあな
たの思うように、あなたらしく
生きたらいいんじゃない。」社
会人になったときから独立し
ようなんて考えて仕事をしてい
た訳ではないが、子どものこ

から学級委員長や生徒会長、野球部
キャプテン、合唱部長、そして指揮者を
務めてきた私をずっと見てきた母には、
独立して自分で会社をつくるということ
が「あなたらしい」、つまり独立心が自
然と培われて、それをこの子は纏って
いると感じ取っていたからこその言葉
だったのかなあと。
　「らしさ」とは、固定観念や行動規範
ではなく、時間の経過の中で自然と溢
れ出した結果、纏っているもの。これが
今回のフォーラムに参加して、私なりに
たどり着くことができた一つの答えで
ある。これからの神戸の未来を考えた
時、「らしさ」の呪縛から解き放たれて、
自らができることを互いに提供しあい、
寛容な心をもって空間や時間を他者と
共有することが、神戸市民のハピネス
につながるという思想、哲学をもって、
いろんなことに取り組みたいと強く
思った一日だった。
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◇元町1番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
　水曜市　2月19日（水）11時～19時
◇元町3丁目商店街振興組合　℡３22－279７
　酒米で味わう地酒飲みくらべin元町
　　2月14日（金）16：30～20：00
　　2月15日（土）14：00～18：00
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
　第498回もとまち寄席「恋雅亭」  2月10日（月）
　桂 　華　紋 　桂 　壱之輔 　桂 　あさ吉 
　桂 　梅團治 　林家 花　丸 　桂　 米團治 
      前売券：1月11日より凮月堂で発売

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
　2月1日（土）～2月7日（金）
　　『死霊の盆踊り』HDリマスター版
　2月1日（土）～2月14日（金）
　　『サイゴン・クチュール』
　　『ドルフィン・マン ジャック・マイヨール、蒼く深い海へ』
　2月8日（土）～2月14日（金）
　　『野獣処刑人 ザ・ブロンソン』
　　『ずぶぬれて犬ころ』　　　　　　　　　　
　2月8日（土）～2月21日（金）
　　『熱帯魚』デジタルリストア版
　　『ラブゴーゴー』
　2月15日（土）～2月21日（金）
　　『プラン9・フロム・アウタースペース』総天然色版
　　『ロバマン』
　　『マルリナの明日』
　　『気候戦士 ～クライメート・ウォーリアーズ～』
　2月22日（土）～3月6日（金）
　　『音楽』
　2月29日（土）～3月6日（金）
　　『性の劇薬』

　栄町通まちづくり委員会は、1月10日（金）10
時から10時30分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾
いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不
法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通ク
リーン大作戦を実施した。
　参加者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山喬
一、（広島銀行）曽我部真介、（兵庫県信用組
合）三野健太郎・長濱孝明・上堀佳代・田中祥
平、（㈱ＫＫテクノ）松尾拓弥・上野麻潤・吉田零、
（㈱神明）野間萌夏、（神明倉庫㈱）十時実希、
（㈱イーエスプランニング）西　晶子・川上至、
（三鈴マシナリー㈱）野田常美、（佐野運輸㈱）
北島幸宏・末松明、（新光明飾）中川俊・西村友
博、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之以上19名の
みなさんでした。
　毎月第2金曜日午前10時、栄町通6丁目佐田
野不動産前集合の上、実施しています。お気軽
にご参加ください。
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平野義昌

　元町通の南側は「栄町通」。かつて銀行が並んで
いたビジネス街は今や住宅街。高層マンションが
林立している。元 は々道路として神戸に出現した。
　居留地造成が神戸都市計画・土木事業の始ま
りである。土地買収、立ち退き交渉、造成、港修築、
下水道、さらに生田川付け替え工事と跡地の整備
もあった。居留地工事が遅れ、外国人たちは山手
の雑居地に移り住む。そうなると海岸の居留地と
山手を結ぶ道路を造る必要がある。鉄道計画に
よって、南北の交通が遮断されることも考えなけ
ればならない。73（明治6）年、兵庫県は山手市街
整備と道路整備のため「山本通」など東西道路4
本、「有本町筋」（のちの瀧道筋＝現フラワーロー
ド）など南北道路8本を竣工する。　
　これらに加えて、1873（明治6）年11月、西国街
道南側に新しい道路が開通した。旧元町3ヵ村の
一部にあたる。居留地と鉄道の神戸駅をつなぐ道
路だ。兵庫県は将来のために必要と、幅10間（約
18メートル）で計画したところ反対意見が多く、最
終的に8間（約14.4メートル）になった。工費17万7
千両。74（明治7）年、この道路は「栄町通」（1～6丁
目、1926[大正15]年7丁目）と名付けられた。町の
発展の願いを込めた名称だ。註1
　明治の神戸都市計画に大きく関わった人物が
関戸由義（せきと・よしつぐ、1829～1888年）。長ら
く出生・経歴など伝聞情報が多かったが、近年研
究者によって明らかになっている。越前福井藩の
商家の生まれ、「関戸」は妻方の姓である。68（明
治元）年に関戸はサンフランシスコに密航、商業や
都市計画を学んだようだ。71（明治4）年、兵庫県
の役人になり、旧生田川跡整地、諏訪山開発、共
同墓地新設などを立案・指導した。工事資金は政
商・豪商と言われる会社から調達した。彼らには不
動産投機の恩恵があった。関戸も蓄財し、後に鉱
山開発を手がけている。立場を利用したことにな
るが、功績は無視できない。特に「栄町通」完成は、
「往々にして兵庫を以て語られた神戸を、堂々たる
西の開港場として内外に印象づけた」（註2）と評価
される。
　関戸は能吏の一方、篤志家の顔を持つ。76（明
治9）年の栄町通火災被災者に義援金支援。また、
伝染病予防に多額の寄付をし、予防策として県に
上水道整備を訴えている。教育面でも貢献してい
る。70（明治3）年に「鯉川筋」で義弟と私塾「関山
学校」を開き、英語、算術、漢文、習字を教えた（83
[明治16]年廃校）。77（明治10）年、旧三田藩主・九
鬼隆義と共に英和女学校（神戸女学院の前身）に
多額の寄付。同年「神戸商業講習所」（のち兵庫県
立神戸商業学校、現在の県立星陵高校・県立神
戸商業高校の前身）設立にあたり、「北長狭通」4
丁目の屋敷を提供。87（明治20）年には「元町通」4
丁目に九鬼と「神戸手芸学校」を創立。関戸の社
会的・文化的奉仕はアメリカで身につけた商業倫
理やキリスト教主義理念の現われと見てよいだろ
う。註3
　1910（明治43）年3月、神戸電気鉄道（のち神戸
市電）が春日野道・兵庫駅間に開通し、「栄町通」を
通る。この市電開通に遭遇した文学者に木下杢太
郎（1885～1945年、静岡県生まれ、本名太田正雄）
がいる。例によって宮崎修二朗文学史に頼る。註4
　杢太郎はキリシタン・南蛮文化に造詣が深い。

医学者としては皮膚科研究、ハンセン病研究の権
威である。植物写生画『百花譜』でも知られる。補註
　杢太郎は京阪神を旅行、神戸に「異人館情緒」
を期待していたが、お気に召さなかった。横浜には
「異人館情緒」が残っているが、神戸には「一向に
無い」。景色は、洋館も船のマストも起重機も鉄道
も煙突も垂直と水平、さもなければ45度60度の角
度で迫ってくる。レンガも屋根瓦も羽目板も木々
も「金属的灰色」。町で美女に遭遇しない、立派な
商家の主人や番頭の顔は都会化されてない、看板
は東京風と言っても田舎臭くて不愉快、言葉はあ
ちこちの方言の混ぜ合わせ……、など厳しい意見
ばかり。註5
〈奇事奇談（キュリオジテ）というようなものにもあ
まり出遇わなかつた。ただ昨日神戸兵庫間の電車
の試運転があって栄町は人立がしてそれを眺め
入った。神戸などは高い異人館があっていかにも
ハイカラらしいが、こういう光景を見ると、明治初年
の清親、国輝などの名所絵を見るようで馬鹿馬鹿
しくてならぬ。／昨夕（ゆうべ）も近所の湯にいった
ら電車の噂で持ち切りであつた。汽車には踏切番
というものがあるが電車にはそれが無いから、子
供等には危険だと一人の男がいうと、番台の女房
が「ほんにそうどすな」と相槌を打っていた。〉註5
　杢太郎は神戸の西洋風文明に良い印象を持っ
ていない。宮崎の調べでは、この10年後、1917（大
正6）年8月に神戸で杢太郎は建築家の娘（「北長
狭通」在住）と結婚式を挙げている。補註
　宮崎文学史からもうひとつ。杢太郎と時期は異な
るが、南蛮美術蒐集家・池長孟が今様調（平安時
代の歌の様式、七五調四句）で市電を歌っている。
〈栄町四丁目の停留所／アーク灯に照らされて／
赤い煉瓦に這う影は／電車に乗る人  下りる人〉註6
　南蛮文化に心酔したふたり。言うて詮無いこと
だが、杢太郎が孟のコレクションを見る機会があ
れば、彼の神戸観はもっと違うものになったかもし
れない。
大正期から昭和初期にかけて、「栄町通」に大手
銀行・保険会社が神戸支店を開設し、モダンなビ
ルが立ち並んだ。当時の様子、
〈元町と海岸の間に榮町がオマス。一丁目二丁目三
丁目は銀行と保険屋さんが軒を並べてナハル。石
造のビルデイングがサラにあって、市電が其間を
縫ふてオリマス。六丁目に行くと新聞社と郵便局
がアリマンネン。元町が小賣本位なら榮町は金融
の中心地とでもいへば宜しオマツシヤロ、（後略）〉
註7・絵
「栄町通」の南側は「海岸通」。元は居留地の海に
面した道路の通称だった。1871（明治4）年、鯉川
筋を挟んで西側元町旧3ヵ村の一部が「海岸通」、
1丁目から6丁目まで続く。旧居留地にも「海岸通」
が存在、こちらは「何丁目」なし、「海岸通○番地」
の表示である。
　商店街「元町通」の周辺は、海運業「海岸通」、金
融街「栄町通」、花街「花隈町」、官公庁・文教地区・
住宅街「中山手通」「山本通」と、それぞれに特色
がある。ＪＲ線路の北側には長く狭い「北長狭通」
がある。先の「関山学校」「神戸商業講習所」はじ
め学校が誕生し、「発祥地」の碑がいくつも立って
いる。飲食店の多い地域でもある。1874（明治7）
に北野町、生田宮町、元町旧3ヵ村などの一部で1
丁目から7丁目（のち8丁目）が誕生した。生田神社

由来「活田長峡国（いくたながおのくに）」の「長峡
」が誤って踏襲されてきたようだ。研究者は、〈せっ
かく古名を伝えるために町名をつけておきながら
あやまったまま末代までこれを伝えるのは心外〉
［註8］と怒る。また、生田神社の祭主・海上五十狭
茅（うながみのいさち）の「狭」との混同説、「長ヲ
サ」＝長形地割の田の多いところという説もある。
「南長狭通」も記録にあるが、消滅した。ちょうど
鉄道敷地にあたる。註1
　最後に「南京町」のことを少し。正式な町名では
なく、「栄町通」1丁目と「元町通」1丁目にまたがる
区域、中華街として名高い。
〈……神戸開港と同時に長崎在住の清国人一〇数
人が直ちに神戸に来て、主として海山物を清国に
輸出し、神戸での活動基盤を築いています。〉註9
紙数が尽きた。「南京町」のことはいずれ改めて書
く事にする。

註1　神戸史学会編『新 神戸の町名』神戸新聞総合出版セン
ター、1996年
註2　松田裕之『港都神戸を造った男　《怪商》関戸由義の
生涯』風詠社、2017年
註3　赤松啓介『神戸財界開拓者伝』太陽出版、1980年
註4　宮崎修二朗『環状彷徨――ふるさと兵庫の文学地誌』
コーべブックス、1977年
註5　木下杢太郎「京阪見聞録」（『木下杢太郎全集』第7巻、
岩波書店、1981年）原文は旧字・旧かな。
註6　池水瑠璃之助『紅塵秘抄』東京堂、1921年。原文は旧
字旧かな。
註7　川西たけを『志ぶき　神戸新名所の巻』川西健一編
輯・発行、1927年
註8　『故福原会下山人郷土史話シリーズNo.18明治百年記
念号　神戸市内町名由来記（上）』福原源九郎編・発行、
1967年。原文は旧字旧かな。
註9　神木哲男「神戸外国人居留地の四分の三世紀」『神戸
居留地の3/4世紀　ハイカラな街のルーツ』神戸新聞総合出
版センター、1993年
絵　板愈良版画「栄町ノ一」（上掲書『志ぶき』）

元町通周辺地名の歴史（5）

補註　木下杢太郎。東京帝大医学部在学中、与謝野鉄幹
『明星』に作品を発表。1907（明治40）年夏、同人・北原白秋
を案内役に、師・鉄幹、平野万里、吉井勇と九州を旅行、長崎
はじめ各地のキリシタン文化・南蛮文化に親しんだ。杢太郎
は旅行に先立ち、図書館でキリシタン・南蛮文献を下調べし
て臨んだ。旅の様子をそれぞれが綴り、「五人づれ」の名で
「東京二六新聞」に寄稿した。『五足の靴』（岩波文庫、2007
年）で読むことができる。
　妻・正子の父は河合浩蔵（1856～1934年）、司法省・内務
省などの技師を経て独立。神戸地方裁判所設計を機に神戸
に移住した。同裁判所（正面玄関のレンガ部分）他旧小寺家
厩舎（相楽園内）など、現在も文化財として保存されている。
正子との結婚は杢太郎の姉が浩蔵の後妻という縁。当時杢
太郎は満洲に赴任中。1ヵ月の休暇で帰省し、結婚式。河合
家は杢太郎に養子入籍を期待、これが両家の懸案事項。
1924（大正12）年、杢太郎は長男を河合家後継者にすること
を認めた。（岩阪恵子『わたしの木下杢太郎』講談社2015年）
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出来事ファイル

　阪神淡路大震災25年目になる1月17日
（金）、兵庫県の主催でひょうごメモリアル
ウォークが開かれた。出発地は大倉山。
スタート地点から初めての休息地となる
元町6丁目商店街の西入り口では、水分
補給のため700名分のペットボトルを元
町商店街が準備、商店街の役員が労をね
ぎらいながら、大震災時の思いを胸に目
的地に向かう人たちに手渡した。

■今年も元気にメモリアルウォーク
　あけましておめでとうございます。昨年の
10月13日（日）、わたしの周りに、いろいろな
人が集まって、わたしのことをあれこれ語っ
ていただき、自慢顔で1日を楽しく過ごさせ
ていただきました。日頃、身動きはおろか瞬
き一つできないのに、あの日は、神戸のみな
さんの温かい気持ちを体いっぱい感じる1
日でした。喜びの気持ちをお伝えして新し
い年のご挨拶とさせていただきます。

■D51が新年のごあいさつ

 32回目になる春節祭が1月24日（金）から26
日（日）まで南京町で開かれた。24日には京
劇の衣装とメイクで三国志の英雄や楊貴妃
などに扮した中国史人游行が元町商店街や
三宮センター街をパレード、期間中、南京町
広場では、東京中国歌舞団による変臉や雑
技、神戸華僑総会太極拳協会による太極拳、
神戸華僑総会舞獅隊による獅子舞などで、
にぎやかに春節祭を盛り上げた。

■南京町で第32回春節祭

　弊協議会会員のあいあいネット神戸が、
ふれあいの会に利用している部屋を神戸街
角サロンとして開放、隔月の日曜に開催して
きた「うさぎ寄席」も昨年12月22日（日）で
20回目を迎えた。当日の出演は、兵庫県素
人落語芸術協会所属の隣乃玄関、大亭都
若、桂祭蝶の3氏。都若の「掛け取り」、トリ
をつとめた祭蝶の「二番煎じ」に拍手喝采。
次回は2月吉日ということで。

■満席の第20回「うさぎ寄席」

　1月9日（木）12時から協和会館2階を会
場に、令和2年はじめての「百寿あゆむ会」
（会長・木地明子）を開いた。健康体操など
を指導するハーバーランドあんしんすこや
かセンターの提案で、元栄海1～3丁目のみ
なさんを対象にスタート、いまでは月に一度、
お昼の食事とカラオケなどで、楽しい集い
の場になっており、地元のみなさんには貴
重な例会のひとつに育っている。

■13年目の百寿あゆむ会
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す
る
乙
仲
通
に
い
た
る
ま
で
の
道
路
が
対
象
で「
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
良
好
な
景
観
を
抱
え
た
場
所
」

で
あ
り「
旧
居
留
地
や
南
京
町
な
ど
特
徴
的
な
地
域
が
接
す
る

場
所
」と
と
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要
点
を
紹
介
す
る
。

①
中
央
幹
線
か
ら
栄
町
通
ま
で
の
鯉
川
筋
で
、1
車
線
少
な
く

　

す
る
。

②
鯉
川
筋
西
面
の
森
谷
商
店
か
ら
栄
町
通
に
至
る
ま
で
の
歩
道

　

を
拡
幅
す
る
。現
在
、同
歩
道
上
に
あ
る
花
壇
も
撤
去
す
る
。

③
元
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自
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活
用
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に
駐
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設
け
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観
光
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一
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路
上（
元
町
駅
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付
近
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設
け
る
。下
車
の
場
合
は
短
時
間

　

で
あ
る
が
、乗
車
の
場
合
、待
機
時
間
を
要
す
る
た
め
有
料
の

　

方
針
。　

⑤
大
丸
側
に
、観
光
船

　

乗
客
用
ピ
ス
ト
ン
バ

　

ス
乗
降
用
の
停
車
場

　

を
設
け
る
。道
路
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備
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車
場
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法
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策
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輪
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整
備
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ど
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岐
に
わ
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る
た
め
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す
べ
て
の
作
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終

　

わ
る
の
は
、令
和
3

　

年
末
の
予
定
。

■
鯉
川
筋
が
変
り
ま
す

■神戸駅東地区クリーン作戦

　1月8日（水）、神戸駅東地区クリーンチー
ムが、ハーバーロードから神戸駅まで、令和
2年はじめての歩道など周辺清掃作業を実
施した。参加したのは奈良山会長以下エス
タシオン・デ・神戸。ネッツトヨタ兵庫㈱は、
働き方改革の一環として第2水曜日は全店
休業日と決められているため、クリーン作戦
には参加できませんでした。
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会

鯉川筋の整備デザイン（神戸市提供）鯉川筋の整備デザイン（神戸市提供）

（№20−2）海という名の本屋が消えた（75）
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